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 こんにちは！竹中・判田地域包括支援センターです。 

地域の方に少しでも地域包括センターの活動や気持ちをお伝えすることができたらとの思いで 

たけはん通信を発行しています!(^^)! 

今回の内容は、、、、、、、 詐欺についてです。 

大分県警察本部の「安全・安心まちづくり推進室通信 令和 6 年 1 月号」によると、大分県の  

特殊詐欺は、R3 年から増加傾向で、R5 年には 206 件の相談や被害届があり、被害金額も 3 億円

を超えています。 

架空料金請求詐欺（医療費や保険料の還付金がありますよと騙す詐欺）が全体の 6 割を占めて

おり、年齢別では高齢者の約 5 割を占めています。 

ほかにもサポート詐欺（パソコンやスマートフォンがウイルスに感染していますとウソの画面を

出して、修理のためと偽ってお金を振り込ませる詐欺）というものもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今すぐ振り込めば、お金

が戻りますよ（ウソ） 



 詐欺に遭わないためには詐欺の手口を知ることや一人で考えず、家族に相談することなどが大切

です。市や警察などに相談や確認を取ってみることも手だと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※協力・引用資料 大分県警察本部 生活安全企画課  

「安全・安心まちづくり推進室通信 令和 6 年 1 月号」 

 

また詐欺ではないですが、外出する直前に営業の方が来て、仮契

約と思って署名したら、本契約だったというトラブルがありまし

た。営業の方の説明不足もあったと思いますが、契約した本人も外

出直前で焦っていて、話をよく聞いていなかった可能性もあります。 

お金や契約などの話の時は余裕のある時にするよう心がけ、時には断る勇気を持ちましょう。 

 

 

 

 

R6年 2月 22日に竹中公民館でいきいきサロンに参加さ

せて頂き、竹中地区の検診の受診状況や病気、治療の状

況などについて、包括の亀田からお話をさせてもらいま

した。竹中地区は喫煙率が高い傾向にあり、その要因が

以前タバコの栽培や販売などをしていたためではない

かと推測されました。そのほかにも地域の特色が病気な

どに関係しているかもしれません。 

また何かわかったら、今回のようなサロンなどでお伝

えして、皆様の健康への意識が高められたらと思ってお

ります。 

 

 

 

 

 

 

※地域包括支援センターは、地域で暮らす高齢者の総合相談窓口です。いつでもお気軽にご相談下さい！  

～地域交流～ 


